
アドミッション・ポリシー（AP）
【⼊学者受⼊れに関する基本的考え⽅（前⽂）】
本課程では，創薬科学分野の基礎から応⽤に⾄る幅広い知識と研究能⼒
を兼ね備え，国際的視野を有し，医薬品をはじめとする種々の⽣理活性
物質を化学的，物理学的⼜は⽣物学的側⾯からとらえた教育・基礎研究
を通して，創薬を含む⽣命科学全般に貢献できる優れた⼈材を養成しま
す。

【求める⼈材】
製薬・化学・⾷品関連企業における開発研究者・学術研究員・MR，公
的機関での研究者，医療・厚⽣・薬事・環境等の分野での⾏政担当者な
どとして活躍を⽬指す意欲と資質を持つ⼈。
また，創薬科学研究分野を深く主体的に学ぶことに意欲が⾼く，⼤学院
医薬保健学総合研究科・創薬科学専攻博⼠後期課程に進学し，将来，国
公⽴・私⽴⼤学の創薬科学関連の教員・研究者として，世界をリードす
る最先端研究を⾏いながら，次代の⼈材育成に積極的に取り組むことを
⽬指す⼈。

【選抜の基本⽅針】
⼀定レベル以上の学⼒（専攻学術および英語）を有し，将来，創薬を含
む⽣命科学全般で活躍することに強い意欲をもっていることを重視しま
す。選抜は，基礎学⼒，英語能⼒，論理的思考⼒や表現⼒等を学⼒試験
および⼝述試験によって総合的に判定します。将来，創薬を含む⽣命科
学全般で活躍を⽬指す意欲と資質を持つ⼈を，出⾝学部を問わずに広く
受け⼊れます。

【⼊学までに⾝に付けて欲しい教科・科⽬等】

【学⽣が⾝に付けるべき資質・能⼒】 【教育内容・教育⽅法（教育課程実施）に関する基本的考え⽅】
（１）創薬科学研究者として必要な，倫理観，基礎から応⽤に⾄る幅広い知識と
技術ならびに⾼い研究能⼒を⾝に付けている。
（２）国際社会で活躍できる国際感覚及び英語能⼒を⾝に付けている。
（３）⾃⼰研鑽に対する意欲と態度を有し，幅広い知識と⾼い研究能⼒によっ
て，課題発⾒から課題解決に向けた創薬科学研究を遂⾏することができる。

１. 教育内容
（１）研究課題の遂⾏に必要な，倫理観，基礎から応⽤に⾄る幅広い知識と特定
分野での最先端の専⾨知識や技術を修得する。

 （２）国際社会で活躍できる英語⼒を修得し，⽂献読解や説明能⼒，情報収集能
⼒，ディスカッション能⼒，コミュニケーション能⼒を養成する。

 （３）最先端の知識と研究活動を通して，課題設定から課題解決に向けた研究遂
⾏能⼒を修得する。

２. 教育⽅法
（１）初期には幅広く，そして特定分野での最先端の知識まで徐々に修得するた
めに，「ＧＳ基盤科⽬」から始まり，「概論」，「特論」，「実験技術」，「先
端セミナー」の順に講義科⽬群が，階層化して配置している。また，「ファーマ
ケミストリー分野」・「バイオファーマサイエンス分野」・「プレシジョンメ
ディシン分野」の３つの分野を横断する科⽬群を複線化して「概論」以降に配置
している。
（２）幅広い知識，国際的視野や国際社会で活躍可能な英語能⼒や情報収集能
⼒，コミュニケーション能⼒を養成するために，専⾨英語科⽬，英語での授業科
⽬，さらに「⾃由履修枠」を開講する。
（３）専⾨分野における演習と研究活動を通して，未知の問題に対する解決能⼒
を養成するために，「演習」および「実習」科⽬を配置している。

【学修成果の評価】
 （１）学修成果の評価基準・⽅法は各開講科⽬のシラバスに⽰している。
 （２）ディプロマポリシーに掲げる3つの資質・能⼒については，講義科⽬，実

習，演習，⾃由履修枠において，試験，レポートにより評価する。
 （３）学修成果の総合的な評価は，博⼠論⽂研究基礎⼒審査（QE：Qualifying

Examination），修⼠論⽂，または，特定の課題についての研究の成果の作成お
よび⼝頭発表・討論による審査により実施する。

ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）
【修了認定・学位授与に関する基本的考え⽅（前⽂）】 【教育課程編成に関する基本的考え⽅】
本課程では，薬学を中核に据えた学問分野における研究能⼒を獲得した⼈材を育
成することを⽬的としている。
必要な研究指導を受け，講義科⽬を履修して所定単位数以上を修得し，英語能⼒
試験において所定の基準を満たすことが求められる。博⼠論⽂研究基礎⼒審査
（QE：Qualifying Examination），修⼠論⽂，または，特定の課題についての研
究の成果の作成および⼝頭発表・討論による審査に合格した学⽣に，修⼠(創薬科
学)を授与する。

本課程では，薬学を中核に据えた学問分野における基礎から応⽤に⾄る幅広い知
識と研究能⼒の醸成を達成するため，階層化と複線化を施したカリキュラム構成
を採⽤している。

⾦沢⼤学⼤学院は，学術の理論及び応⽤を教授研究し，その深奥をきわめ，⼜は⾼度の専⾨性が求められ
る職業を担うための深い学識及び卓越した能⼒を培い，⽂化の進展に寄与することを⽬的とする。
博⼠課程は，専攻分野について，研究者として⾃⽴して研究活動を⾏い，⼜はその他の⾼度に専⾨的な業
務に従事するに必要な⾼度の研究能⼒及びその基礎となる豊かな学識を養うことを⽬的とする。

医薬保健学総合研究科は，医学，薬学及び保健学の教育，研究及び診療を通して，地域貢献，世界への情報発信
並びに優秀な⾼度医療⼈，研究者及び専⾨的職業⼈を養成及び輩出することを⽬的とする。
博⼠課程創薬科学専攻は，創薬科学分野における最先端の知識と⾼い研究能⼒を兼ね備えた⼈材を養成すること
を⽬的とする。
博⼠前期課程創薬科学専攻は，創薬研究において中⼼的役割を担う⼈材の養成を⽬的とする。具体的には，製
薬・化学企業における開発研究者，公的機関での研究者，⾏政担当者 (医療・厚⽣・薬事・環境等の分野)など
として活躍する⼈材を養成する。

 医薬保健学総合研究科 創薬科学専攻
【授与する学位】修⼠（創薬科学）

⼤学（⼤学院）の⽬的 学類（研究科）の教育研究上の⽬的


